
      潜在保育者プログラム 
●誰もが「子ども・子育ての当事者」 

 子ども・子育ての環境が大きく変化する今、地域の人々が子ども・子育ての当事者とし

て、支援の輪を広げることが大切です。 地域の様々な人たちが、子ども・子育てに心を

寄せて、自分の出来る支援を考え一歩踏み出すためには、それを計画し実現する場(コミ

ュニティ＆ネットワーク)が必要ではないでしょうか。 この「潜在保育者プログラム」

は、地域の子育て支援の輪を広げるべくコミュニティ＆ネットワーク作りの一助となるこ

とを目標としています。皆さんと共に、子ども・子育て支援の輪を繋いでいきましょう。

 

 

●子育て支援の場に一歩踏み出すための学びあい 

開講に当たって、子ども・子育て支援に関心のある人達の意見を調査しました。そこには、

子育て支援に心を寄せていても、時代の変化と共に変わりゆく保育や家庭に対する支援の

在り方について具体的にイメージが実感できないことへの不安が存在していました。 

単にボランティアとして、その場にいるだけの支援を目指すのではなく、当事者として現

場と繋がる支援を目指していく。それは、｢潜在保育者プログラム｣が長年目指してきた子育

て家庭や保育者達との信頼関係に基づく｢繋がり｣を意識した支援といえます。 

 
 

●【A】保育実践のマインド＆スキルズ編 

保育の場は、子どもの健康や安全を守り、心身の健康を育み、発達と学びを培う専門的な

関わりが求められます。そのためにも、保育者に求められる専門的な基本姿勢を学ぶことが

必要です。この講座では、鎌倉女子大学・鎌倉女子大学短期大学部の教員が講師を務め、保

育者養成カリキュラムに準じた専門的な知識と技術を講義形式で紹介致します。



 

●【B】保育現場で学ぶ編 

集団保育の場の代表である幼稚園と保育所の今の保育実態を動画で学びます。園長が園

の室内やホール、園庭などの保育環境の実際を映像で案内しながら保育者の援助・指導上、

大切にしている基本的かつ専門的姿勢について、具体的な事例を挙げ紹介しています。 

 

 

●【C】経験豊富な保育者とのサークル・カフェ 

【A】【B】講座で学んだことを振り返る機会でもあり、保育現場等に実際に一歩踏み出す契

機となるグループ・トークセッションを取り入れました。保育者(園長)との対話を楽しむだ

けではなく、受講生(支援者)同士のネットワーク作リが C講座の醍醐味です。子ども・子育

て支援の｢コミュニティ＆ネットワーク｣構築は、C講座の成果と共に完成していきます 

 


